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販売用資料

いちよし日本好配当株＆Ｊリートファンド
＜資産成長型／年4回決算型＞

愛称 明日葉（あしたば）
5th ANNIVERSARY

「明日葉」は2017年2月24日に設定し、このたび5周年を迎えました。

ご挨拶
5年の長期にわたり、「明日葉」をご愛顧賜り、誠にありがとうございます。
「明日葉」はわが国の金融商品取引所に上場している株式およびＪリートの中から、予想配当
利回り（株式）および予想分配金利回り（Ｊリート）が市場平均と比較して高く、割安と判断され
る銘柄を中心に投資を行っております。高水準のインカムゲインの獲得を目指した運用を行い、
信託財産の中長期的な成長を目指しこれからも尽力して参りますので、今後とも何卒よろしく
お願い申し上げます。

2022年2月

設定来の基準価額、純資産総額等の推移
（2017年2月24日～2022年1月末）
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※基準価額は1万口当たりの金額です。 ※基準価額は信託報酬控除後のものです。 ※当該実績は過去のものであり、将来の運用成果を約束するものではありません。

資産成長型 年4回決算型

1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年 設定来

-0.69% -2.80% -1.46% 13.53% 21.85% 27.35%

1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年 設定来

-0.74% -2.87% -1.55% 13.37% 22.34% 27.19%

(注) 「明日葉（あしたば）」は、いちよしアセットマネジメント株式会社の登録商標です。

2020年12月 2021年3月 2021年6月 2021年9月 2021年12月 設定来累計

0円 100円 650円 100円 0円 2,320円

※分配金実績は将来の分配金の水準を示唆あるいは保証するものではありません。

2018年6月 2019年6月 2020年6月 2021年6月 設定来累計

0円 0円 0円 0円 0円

ファンド騰落率 ファンド騰落率

分配金実績（1万口あたり、課税前） 分配金実績（1万口あたり、課税前）

※ファンドの騰落率は、課税前分配金を再投資したものとして計算しています。※設定来については、設定時の基準価額10,000円を基準にして計算しています。

※上記騰落率は、実際の投資家利回りとは異なります。

（年/月）（年/月）

上記は過去の実績および将来の予想であり、その実現性またはファンドの運用成果を示唆･保証するものではありません。お申し込みにあ
たっては、販売会社より投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ず内容をご確認のうえ、お客様ご自身でご判断下さい。
本資料はいちよしアセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。また、上記は当レポート発行日時点における当社の見解であ
り、現在とは異なることがあります。
本資料のご使用にあたっては、この資料の裏面「その他留意点」を必ずご覧下さい。

設定日 設定日

発行日：2022年2月24日
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高

リスク(年率)（％）高
低

代表的な指数の分散投資によるリターン・リスク
改善効果のシミュレーション(%)

好配当株×Jリートの組み合わせに妙味
株式とＪリートの2つの資産を概ね7対３にて組み合わせて投資した場合、中長期で見ると
株式単体で投資した場合よりも高いリターンを得ることが期待出来ます。

リターン(年率)

2資産を組み合わせた場合のシミュレーション

高配当利回り株とJリートに概ね7対３の割合により分散投資することで、各資産に単体で
投資した場合に比べてリスクを低減しながら、高いリターンを得ることが期待出来ます。

※ 上記グラフは各指数の期間中(2003年3月末～2022年1月末)の月次リターンに基づき、毎月末にリバランスを行い算出した数値です。
※ いずれも2003年3月末の値を100として指数化したものです。
※ 高配当利回り株式：MSCIジャパン高配当利回り指数 REIT:東証REIT指数
※ 上記グラフに使用されている各指数は全て「配当込み」のものを用いています。
(出所) Bloombergデータを基にいちよしアセットマネジメント作成。
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※ 上記グラフは各指数の期間中(2003年3月末～2022年1月末)の月次リターンに基づき、毎月末にリバランスを行い算出した数値です。
※ いずれも2003年3月末の値を100として指数化したものです。
※ 高配当利回り株式：MSCIジャパン高配当利回り指数 REIT:東証REIT指数
※ 上記グラフに使用されている各指数は全て「配当込み」のものを用いています。
(出所) Bloombergデータを基にいちよしアセットマネジメント作成。

上記は過去の実績および将来の予想であり、その実現性またはファンドの運用成果を示唆･保証するものではありません。お申し込みにあ
たっては、販売会社より投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ず内容をご確認のうえ、お客様ご自身でご判断下さい。
本資料はいちよしアセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。また、上記は当レポート発行日時点における当社の見解であ
り、現在とは異なることがあります。
本資料のご使用にあたっては、この資料の裏面「その他留意点」を必ずご覧下さい。

（年/月）

発行日：2022年2月24日
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ジャパン・ホテル・リート投資法人（8985）

NTT（日本電信電話）（9432）

販売用資料

長距離・国際通信、移動通信、データ通信などを展開する
国内通信最大手です。多様なサービス提供者のデジタル
トランスフォーメーションをサポートするB2B2Xモデルの
推進や、2020年3月に商用開始した5Gサービスでは、
2022年3月までに基地局2万局の設置を目指していま
す。グループ中期経営戦略では、新生ドコモグループの成
長・強化、IOWN（アイオン、Innovative Optical and 
Wireless Network、光を中心とした技術を活用し超大
容量・超低遅延・超低消費電力を特徴としたネットワーク・
情報処理基盤の実現をめざす構想）導入計画の推進、グ
ローバル事業の競争力強化などに取り組んでいます。

国内最大の資産規模を誇るホテル特化型のJ-REITです。
格付はJCRから「A+」、R&Iから「A」を取得しています。
保有物件の主なブランドは「オリエンタルホテル」、「ヒルト
ン」、「ホテル日航」などが挙げられます。保有物件の客室稼
働率は、現状新型コロナウイルスの感染状況により変動は
あるものの総じて改善傾向にあります。また、ポストコロナ
に向けた取組みとして、①ホテルのオペレーター変更、リブ
ランド、アップグレード等を通じた売上の向上、②リストラに
よるコスト⾒直し、③リブランド時における賃料スキームの
改定を進めており、収益力の強化が期待されます。

（年/月/日）

（円）

（年/月/日）

組入れファンドの予想配当利回り
（2022年1月末時点）

※上記の予想配当利回りは、組入銘柄の予想配当利回り（課税前）を、
加重平均して算出しております。上記の値は市況動向等によって変動します。
また、ファンドの運用利回り等を示唆・保証するものではありません。

当ファンドは高い利回りが期待出来る高配当株式とJリートに分散投資するものですが、
右図の２つのグラフから分かる通り、高配当株とJリートのインカム収益を安定的に積み上げることで
ファンド全体の収益を下支えする効果が期待出来ます。

組入れ銘柄のご紹介（2022年1月末時点）

株価の推移

株価の推移

高配当株・Jリートのキャピタル収益とインカム収益のイメージ

※各指数の配当込み指数のうち、配当除く指数を差し引いたものをインカム
収益、残りの部分をキャピタル収益として算出しています。両者は概算値であ
り、指数における両要因の変動を正確に説明するものではありません。あくま
でも傾向を知るための参考値としてご覧ください。 ※上記２つのグラフのデータ期間は共に2003年3月末～2022年1月末。

（出所）上記２つのグラフ共にBloombergのデータを基にいちよしアセットマネジメント作成
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※上記２つのグラフのデータ期間は共に2020年1月6日～2022年1月末。
（出所）上記２つのグラフ共にQuickのデータを基にいちよしアセットマネジメント作成

※上記銘柄に投資を行うことをお約束するものではありません。
（出所）各社資料を基にいちよしアセットマネジメント作成。
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上記は過去の実績および将来の予想であり、その実現性またはファンドの運用成果を示唆･保証するものではありません。お申し込みにあ
たっては、販売会社より投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、お客様ご自身でご判断下さい。
本資料はいちよしアセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。また、上記は当レポート発行日時点における当社の見解であ
り、現在とは異なることがあります。
本資料のご使用にあたっては、この資料の裏面「その他留意点」を必ずご覧下さい。

（年/月）

発行日：2022年2月24日






